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（北広島町）











山林管理が進まない理由と課題
−事業をはじめたきっかけ−

木がお金にならない，売れない

木を買い上げるしくみづくり

林業の担い手がいない

着手しやすいしくみづくり

木を使う必要がない

消費地の確保



期待される事業成果

地域経済の活性化

獣害の抑止

生物多様性の保全

モデル事業としての検証

町域全体への展開

・・・何よりも「美しい景観の芸北」



とりくみの全体像



芸北せどやま再生事業の現状

登録林家：3355名

地域通貨が使える商店：2233店舗

運営スタッフ：33名



事業の実績
（22001122年1100月〜22001133年1122月の1144ヶ月間）

木の受け入れ量：333311トン

地域通貨発券数：22,,113377枚

地域通貨回収数：11,,994466枚



芸北せどやま再生事業の
これから

林家の育成→研修の実施

次世代の育成→小中学校との連携

芸北地域全体での取り組み→薪活！
まきかつ



芸北に遊びにきてください！


